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市 長 定 例 記 者 会 見 
 

令和元年１０月２５日（金） 午前１０時 

 

１．ＡＩさんに「鹿児島市ふるさと大使」委嘱 

２．フランス・ストラスブール市とのパートナーシップ協定の締結 

３．鶴岡市との兄弟都市盟約５０周年 

４．歓迎！ラグビートップリーグ３チームの鹿児島キャンプ 

５．「かごコトアカデミー」来鹿！～首都圏の若者たちが鹿児島で交流 

６．「ボルネオ保全ＷＡＯＮ」の発行 

７．「地震・津波」災害対策本部設置訓練 

８．おすすめイベント情報～深まる秋に楽しい集い 
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報道提供資料 

ラグビーワールドカップ 日本 対 南アフリカ パブリックビューイング（1０月２０日） 
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本市出身または本市にゆかりがあり、各界で活躍している方を通して、本市の魅力を広く全国に紹介する

「鹿児島市ふるさと大使」を、今回、本市出身で歌手のＡＩさんに委嘱する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■委嘱式 

  日 時 １１月２０日（水）１５時４５分～１６時１５分 

場 所 都市センターホテル（東京都千代田区） 

 

 

 

 

 

【参考】鹿児島市ふるさと大使（平成２３年度創設） 

  ・稲盛 和夫 氏 （京セラ㈱名誉会長）        平成２３年７月～平成２９年７月 

   ・西郷 輝彦 氏 （歌手・俳優）           平成２３年１１月～ 

   ・下野 竜也 氏 （クラシック音楽指揮者）      平成２５年７月～ 

  ・遠藤 保仁 氏 （プロサッカー選手）        平成２６年１月～ 

   ・大田 弘子 氏 （経済学者・政策研究大学院大学教授）平成２６年１２月～ 

   ・はしのえみ氏 （女優・タレント）         平成２７年２月～ 

  ・恵  俊彰 氏 （俳優・タレント）         平成２８年３月～ 

   ・上柿元 勝 氏 （料理人）             平成３０年１０月～ 

・吉俣  良 氏 （作曲・編曲家）          平成３１年１月～ 

 

 

 

 

 

１．ＡＩさんに「鹿児島市ふるさと大使」委嘱 

■ 問い合わせ 

観光プロモーション課 

０９９－２１６－１３４４ 

 

ＡＩ（本市出身・歌手） 

若者を中心に幅広い支持を集め、現在、２人の子供を育てながら

音楽活動に精力的に取り組んでいる。 

鹿児島マラソン（第１回～第３回）のオフィシャルソングを担当。 

（公式プロフィールより） 

米ロサンゼルス生まれの鹿児島育ち。 

 国内トップアーティストはもとより、国境を越えた数々のアーティストとのコラボレーションも多数。 

 これまで３度のＮＨＫ紅白歌合戦出場、第５９回日本レコード大賞・優秀作品賞の受賞。 

 ２０１９年１１月からスタートするデビュー２０周年アニバーサリーイヤーに向けての活動が本格始動。 

 



2 

 

昨年１０月の「パートナーシップ宣言」をもとに、両市が様々な分野で協力関係を築く「パートナーシップ

協定」を締結する。 

 

１ パートナーシップ協定   

締結日 １１月２５日（月） 

場 所 フランス・ストラスブール市 

内 容 持続可能な都市の発展のためにパートナーシップ 

関係を築き、以下の分野における交流を行う。 

   (1) 青少年 

(2) 公共交通政策 

(3) 文化と文化遺産 

(4) 経済 

(5) スポーツ 

(6) 高齢者政策 

 

 

２ 訪問団の派遣 

期 間 １１月２０日（水）～２８日（木）９日間 

訪問団 団長 市長 

    団員 市議会議長、市民代表２人、市職員５人   計９人 

  内 容 ストラスブール市長への表敬訪問、パートナーシップ協定締結 

在ストラスブール日本国総領事への表敬訪問、青少年の翼訪問団の交流校への表敬訪問 など 

 

■「青少年の翼」訪問団をストラスブール市に派遣 

期 間 １１月２１日（木）～２５日（月） 

訪問団 本市の高校生、短大生、大学生（８名） 

内 容 ジャン・モネ高校との学校交流など 

 

ストラスブール市 

人口約２７万人、面積約７８k㎡。ドイツとスイスの国境に位置し、グラン・テスト地域圏 

(約５５５万人)の首府、バ・ラン県(約１１０万人)の県庁所在地 

 ＜特 徴＞ ・フランスとドイツの文化が融合した国際色豊かな文化都市 

・欧州評議会、ＥＵ本会議場、欧州人権裁判所があり、ＥＵの象徴的なまち 

・市内の区域が世界遺産として登録されているまち 

・トラム（ＬＲＴ）を基軸とした都市交通政策は、世界的に有名 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．フランス・ストラスブール市とのパートナーシップ協定の締結 

パートナーシップ宣言式 

（平成30年10月） 

 

 

■ 問い合わせ 

国際交流課 

０９９－２１６－１１３１ 
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山形県鶴岡市との兄弟都市盟約締結５０周年を迎え、鶴岡市長をはじめとする「鶴岡市親善訪問団」来鹿の

もと、記念式典等を開催する。 

 

山形県鶴岡市との交流 

戊辰の役での庄内藩への西郷南洲翁の寛大な措置を縁として始まり、その後、市民レベルの交流を経て、

本市と「兄弟都市盟約」を昭和４４年１１月７日に締結。 

 

 

１ 親善訪問団の来鹿  

  期 間 １１月６日（水）～８日（金）３日間 

訪問団 団長 皆川 治 鶴岡市長 

団員 鶴岡市議会議長、 

酒井忠久氏（旧庄内藩主酒井家当主） 

ほか 計２２人 

 

２ 記念式典 

日 時 １１月７日（木）１８時３０分～ 

場 所 城山ホテル鹿児島 

 

 

 

 

 

 

３ 兄弟都市盟約５０周年関連イベント 

鹿児島市維新ふるさと館  

◇サムライのシルク展～鶴岡・松ヶ岡開墾場にみる南洲翁の足跡～ 

   期 間  

１１月１日（金）～１２月３１日（火） 

   内 容  

戊辰戦争から西郷隆盛と菅 実秀の交流や松ヶ岡開墾場の様子、 

絹織物産地への発展の歴史を紹介するパネル展、鶴岡シルクと 

大島紬の展示・販売、大島紬と鶴岡シルクを一緒に織り込む 

チャレンジ企画 

  

  ◇シンポジウム「庄内と薩摩の交流」 

   日 時 １２月８日（日）１３時３０分～１６時３０分   

   場 所 サンエールかごしま 

   定 員 ４００人（同館へ１１月２３日までに申し込み） 

   内 容 本間 豊 氏（公益財団法人致道博物館学芸部長）による基調講演やトークショー 

   

   

 

 

 

 

 

３．鶴岡市との兄弟都市盟約締結５０周年 

市電センターポールへの掲示フラッグ 

（12月末まで掲示予定） 

 

西郷隆盛と菅実秀との「徳の交わり」銅像 

（西郷公園内） 
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かごしま水族館  

◇加茂水族館×かごしま水族館 姉妹館盟約５周年記念特別企画展 

 Ｊｅｌｌｙｆｉｓｈ Ｄｒｅａｍ ～クラゲ 夢世界～ 

   期 間  

１１月２日（土）～来年２月２４日（月） 

   内 容  

世界一のクラゲ水族館「鶴岡市立加茂水族館」との姉妹館 

盟約５周年を記念した特別企画展。 

・夢の世界をイメージしたクラゲなどの展示 

・鶴岡市との兄弟都市盟約、加茂水族館との姉妹館盟約の 

紹介パネル展 

・加茂水族館館長によるトークイベント（１１月７日） など 

 

 

 

 

～これまでの交流内容～ 

・親善訪問団の相互訪問、中学生親善使節団の相互訪問、青少年団体リーダーの相互研修 

・両市の小中学校で交換給食の実施、大龍小学校と朝暘第二小学校との交流、武中学校と鶴岡第二 

中学校との交流 

・鹿児島西ロータリークラブと鶴岡ロータリークラブとの交流、鹿児島谷山ライオンズクラブと鶴岡

朝暘ライオンズクラブとの交流、鹿児島相互信用金庫と鶴岡信用金庫との交流 

・市電鶴岡号の運行 

   ・かごしま水族館と加茂水族館の姉妹館盟約締結 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 問い合わせ 

１・２…国際交流課 

０９９－２１６－１１３１ 

３  …観光振興課 

    ０９９－２１６－１３２７ 

 

昭和47年の大龍小での交流 

 

かごしま水族館と加茂水族館 

姉妹館盟約締結 

 

市電鶴岡号 
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１ ホンダヒート（初） 

主な所属選手 

スナイマン（南アフリカ代表）、レメキロマノラヴァ（日本代表）、 

具 智元（日本代表） 

 

期 間 １１月２０日（水）～１１月３０日（土） 

場 所 ふれあいスポーツランド（芝生広場） 

 

■歓迎式  

日 時 １１月２０日（水）１０時３０分～１０時４５分 

会 場 サンロイヤルホテル 

 

 

 

２ 三菱重工相模原ダイナボアーズ（初） 

主な所属選手 

トーマス優デーリックデニイ（フィジー代表）、 

ジャクソン・ヘモポ（ニュージーランド代表） 

 

期 間 １１月２０日（水）～１１月３０日（土） 

場 所 ふれあいスポーツランド（芝生広場） 

 

■歓迎式 

日 時 １１月２０日（水）１４時～１４時１５分 

会 場 アートホテル鹿児島（旧レンブラントホテル） 

 

 

 

３ 東芝ブレイブルーパス（１６回目） 

主な所属選手 

リーチマイケル（日本代表）、桑山 聖生（本市出身）、 

小瀧 尚弘（本県出身） 

 

期 間 １１月２８日（木）～１２月４日（水） 

場 所 ふれあいスポーツランド（芝生広場） 

 

■歓迎式 

日 時 １１月２８日（木）１３時～１３時１５分 

会 場 鹿児島中央駅前アミュ広場 

 

 

 

 

 

 

 

■ 問い合わせ 

スポーツ課 

０９９－８０８－７５０８ 

 

４．歓迎！ラグビートップリーグ３チームの鹿児島キャンプ 
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「かごコトアカデミー」の受講生が、本市内で活躍するまちづくりのキーパーソンを訪れ、活動現場等で 

フィールドワークや交流会を行う。 

 

 

■かごコトアカデミー 

本市外に住みながらも、継続的に自分ごととして本市に関わろうとする人材の 

育成を目的とした本市の地域資源等を知る講座や本市内で地域づくりのための現 

地実習等を実施するプログラム。東京都内で第１回講座を９月２１日に、第２回 

講座を１０月２１に開催した。 

講 師 ソーシャル＆エコ・マガジン「ソトコト」編集長 指出 一正 氏 

受講者 首都圏在住の２０～４０代 １６人 

 

 

期 間  

１１月２日（土）～４日（月・振替休日） 

 

内 容  

(1) まちづくりに取り組む市内の若手キーパーソンの各種活動現場を訪問 

    訪問先  ・（一社）鹿児島天文館総合研究所Ten-Lab 理事長 永山 由高 氏 

・（株）キシャバリー 代表取締役 須部 貴之 氏 

・ＮＰＯ法人桜島ミュージアムや天文館、上町、名山町などのキーパーソンなど 

 

(2) 若手キーパーソンやワークショップ「PLAY CITY！ DAYS」メンバーとの交流会 

※「PLAY CITY！ DAYS」：市内で実施中の“まちを想う行動”ができる人材を育成するワークショップ 

 

(3) 第 68回おはら祭等の視察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．「かごコトアカデミー」来鹿！～首都圏の若者が鹿児島で交流 

■ 問い合わせ 

広報戦略室 

０９９－８０３－９５４７ 

 

指出 一正 氏 

第１回開催の様子（東京都） 
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平成３０年８月に、旭川市、豊橋市など７者間で締結した「ボルネオの生物多様性の保全に関する活動のた

めの連携と協力に関する覚書」に基づく取り組みとして、イオンリテール株式会社の協力のもと、「ボルネオ

保全ＷＡＯＮ」を発行する。 

 

「ボルネオの生物多様性の保全に関する活動のための連携と協力に関する覚書」 

目 的 

  ボルネオの生物多様性の保全に係る課題を共有し、解決に向けた取組（調査研究、教育普及啓発など）に 

ついて連携・協力を図るもの 

 構成員 

   鹿児島市（平川動物公園）、旭川市（旭山動物園）、豊橋市（豊橋総合動植物公園）、福岡市（福岡市動

物園）、那須高原リゾート開発株式会社（那須どうぶつ王国）、株式会社どうぶつ王国（神戸どうぶつ王

国）、特定非営利活動法人ボルネオ保全トラスト・ジャパン 

 

 

 

 

 

１ 発行日 １１月１日（金） 

 

２ 市内の販売店舗等  

   ・平川動物公園 

   ・イオンモール鹿児島 

・イオン鹿児島中央店 

・イオン鹿児島鴨池店 など 

 

３ 発行の効果 

  「ボルネオ保全ＷＡＯＮ」の電子マネーにより支払われた金額の 0.1％がプロジェクトに寄付される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

６．ボルネオ保全ＷＡＯＮの発行 

■ 問い合わせ 

平川動物公園 

０９９－２６１－２３２６ 

観光振興課 

０９９－２１６－１３２７ 
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 １１月５日の「津波防災の日」に行う地震・津波防災訓練の一環として、地震・津波発生時の初動対応の

確認を行う訓練を、本庁と支所の２か所に分かれて行う。（初めての実施） 

 

 日 時 １１月５日（火）１１時～１２時 

場 所 災害対策本部室、各支所 

目 的 ・風水害の対応とは異なる地震・津波における初動対応の確認 

    ・支部設置から現地対策本部設置に至るまでの初動対応の確認  

内 容 〈想 定〉谷山沖を震源とする最大震度６強の地震が発生。津波や液状化現象により、東開町を中 

心として谷山地域に甚大な被害をもたらす 

    ・地震・津波発生時における災害対策本部の設置・運営及び支部との連動の確認 

    ・支所への支部の設置・運営の検証、及び支部設置から現地対策本部設置までの手順の確認 

    ・本庁・支所における電気自動車などを電源とする発電の訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■１１月５日「津波の日」に実施される訓練（前回の会見で発表） 

※当日、全国同時に行われる緊急地震速報訓練にあわせて実施する。 

 

 ・津波避難訓練 

   時 間 ８時２０分～９時 

   対 象 東開町の事業所など 

   内 容 東開町にある事業所の従業員等が、イオンモール鹿児島の立体駐車場（津波避難ビル 

に指定）へ避難する。 

   

  ・シェイクアウト訓練（一斉防災行動訓練） 

    時 間 １０時から２分間 

    対 象 全市民 

    場 所 自宅、職場、学校など 

    内 容 全国同時に行われる緊急地震速報訓練に合わせて、市内各所に設置してある防災行政無線

から緊急地震速報の訓練放送を行い、それぞれがいる場所で、「ドロップ（まず低く）」、「カ

バー（頭を守り）」、「ホールドオン（動かない）」の３つの安全行動をとる訓練を市内一斉に

行う。 

 

※詳細については、会見終了後（１１時１０分～）、市政記者クラブにて担当課から説明を行います。 

７．「地震・津波」災害対策本部設置訓練 

災害対策本部会議 

■ 問い合わせ 

危機管理課 

０９９－２１６－１２１３ 

 


